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（１）検討の経緯

平成28年の通常選挙に向けた選挙制度の

改革について協議を行うため、第184回国

会閉会後の平成25年９月12日に各会派代表

者懇談会が開かれ、山崎議長、輿石副議長

及び各会派の代表者をメンバーとする選挙

制度の改革に関する検討会を設置すること

が合意された。

第184回国会閉会後においては、本検討

会を２回開いた。

まず、平成25年９月12日に各会派代表者

（ ） 、懇談会に引き続き検討会 第１回 を開き

選挙制度の改革について、実務的な協議を

行うため、本検討会の下に各会派の協議会

（以下 「選挙制度協議会」という ）を設、 。

置することとした。

次に、平成25年９月19日に検討会（第２

回）を開き、本検討会の下に選挙制度協議

会を設置することについて改めて確認があ

った後、選挙制度の改革について協議を行

った。

第185回国会においては、本検討会を開

かなかった。

なお、選挙制度協議会は、第184回国会

閉会後及び第185回国会において、９回開

かれ、協議を行った。

（２）検討会経過

○平成25年９月12日（木 （第１回））

選挙制度の改革について、実務的な協議を行

うため、選挙制度の改革に関する検討会の下

（ 、「 」に各会派の協議会 以下 選挙制度協議会

という ）を設置することとした。。

○平成25年９月19日（木 （第２回））

選挙制度の改革について実務的な協議を行う

ため、検討会の下に選挙制度協議会を設置す

ることが改めて確認され、山崎議長は、各会

派から推薦された委員の中から、同協議会の

座長に脇雅史議員を指名した。

○平成25年９月27日（金 （第１回））

今後の進め方について協議を行った。

○平成25年10月４日（金 （第２回））

選挙制度改革のこれまでの経緯について事務

局から説明を聴取し、協議を行った。



○平成25年10月11日（金 （第３回））

従来の判決概要及び論点の整理について事務

。局から説明を聴取し、協議を行った

○平成25年10月25日（金 （第４回））

諸外国の選挙制度について国会図書館から説

明を聴取し、協議を行った。

○平成25年11月１日（金 （第５回））

参考人政策研究大学院大学教授竹中治堅君か

ら意見を聴いた後、協議を行った。

○平成25年11月８日（金 （第６回））

参考人駒澤大学法学部教授大山礼子君から意

見を聴いた後、協議を行った。

○平成25年11月15日（金 （第７回））

参考人一橋大学大学院法学研究科教授只野雅

人君から意見を聴いた後、協議を行った。

○平成25年11月22日（金 （第８回））

参考人京都大学大学院法学研究科教授大石眞

君から意見を聴いた後、協議を行った。

○平成25年11月29日（金 （第９回））

参考人筑波大学大学院人文社会科学研究科教

授岩崎美紀子君から意見を聴いた後、協議を

行った。


